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　成田空港が真に「選ばれる空港」となるためには、お
客さまに成田空港を「利用してみたい」「利用してよかっ
た」「また利用したい」と感じていただくことが必要不可
欠である。その一環として、空港におけるお客さまの各
種手続きの自動化（セルフ化）等を推進し、手続き時間・
待ち時間を可能な限り短縮する。また、これにより増え
る空港での自由な時間を、お客さまにより楽しく、より
有意義に過ごしていただけるよう、魅力ある商業空間を
創出していく。

 「ファストトラベル」を推進
　既に導入が進んでいる自動チェックイン機に加え、自
動手荷物預け機の導入を促進する等、チェックイン手続
きの自動化（セルフ化）を図るほか、新型検査レーンの
導入による保安検査の高度化・スムーズ化、国が進める

出入国自動化ゲートの利用拡大への協力、案内表示の
適正化等により、お客さまの空港における各種手続き時
間・待ち時間を可能な限り短縮する、いわゆる「ファス
トトラベル（Fast Travel）」を推進し、手続き所要時間の
大幅短縮を図る。また、管制や航空会社、グランドハン
ドリング等の空港パートナー間が相互に空港運用に関す
る情報を共有し、リソースを最大限活用していくことで
空港全体の運用効率を高めるための仕組みである「空
港CDM（Collaborative Decision-Making）」の導入によ
り、定時運航の促進を図る。

魅力ある商業空間を創出
　空港での待ち時間を、お客さまにより楽しく、より有
意義に過ごしていただけるよう、多種多様なニーズに対
応した魅力ある商業空間を創出する。第2旅客ターミナ
ルビルの免税店・ブランドモール「ナリタ5番街」を新た
に増床して店舗を拡充したほか、第1旅客ターミナル4階
の出国手続き前のフードコートエリアをリニューアルし、

「NARITA Dining Terrace」をオープンした。さらに出国
手続き後エリア店舗の拡充を予定している。
　また、快適さや楽しさを感じられるサービスを提供し
ていくため、第1、第2旅客ターミナルビルのお客さま用
トイレのリニューアルを進めるとともに、搭乗までの時
間をリラックスしてお過ごしいただくため、バリエーショ
ンに富んだシートの導入、電源付きシートや電源バーの
設置、魅力あるコンテンツの配信等のエンターテイメン
トサービスの充実等にも積極的に取り組んでいく。

便性向上や能力増強に取り組む。2016年12月には、国
内線カウンターの一部を国際線カウンターに切り替えて
運用できるようにする等、チェックインカウンターの能力
を増強した。また、2017年12月には、第3旅客ターミナ

ルサテライト北側エプロンのスポットを運用開始。なお、
第2旅客ターミナルビルと第3旅客ターミナルビル間のア
クセス改善に向け、ターミナル連絡バスのルート短縮化
を2016年10月に実施した。

世界最高水準のサービス品質や魅力ある商業
空間の創出によるお客さま満足度の徹底追求［戦略方針］ 4

戦略目標

航空ネットワーク
就航都市数 （2018 年度末までに） 海外 130 都市以上 国内 20 都市以上

LCC 就航割合（2018 年度） 30% 以上  （旅客便発着回数に占める LCC の割合）

航空取扱量
航空旅客数 （2018 年度）

4,300 万人
国際線 3,550 万人

（うち通過を含む外国人 2,260 万人）
国内線 750 万人

航空貨物取扱量 （2018 年度） 210 万トン
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I N T R O D U C T I O NI N T R O D U C T I O N

　成田空港が目指す空港像を実現するためには、空港
を管理・運営する企業グループとしての経営体力の強化
が必要不可欠である。このため、リテール事業の更なる
強化により収益基盤の強化を図り、空港経営をより安定
化させていく。また、経営効率を徹底的に追求すること
で、更なる機能強化に備えた財務体質の強化を図る。

リテール事業を中心として収益力を強化
　多種多様なお客さまのニーズに対応し、特に訪日外国
人のお客さまの増加を確実にリテール事業売上に繋げ
ることで、収益基盤の強化を図る。
　このため、第2旅客ターミナルビルの免税店・ブラン
ドモール「ナリタ5番街」の店舗拡充等、店舗スペース
の拡大を進めるほか、第1旅客ターミナル4階の出国手
続き前エリアのフードコート「ガーデングルメコート」等、
既存店舗エリアの継続的なリニューアルの実施や訪日外
国人のお客さまのニーズに合った店舗展開を図る等、売

り上げ効率の向上に取り組む。また、来港者の拡大に向
け、一般のお客さまにも気軽に空港でのショッピングや
食事を楽しんでいただけるような施策も進めていく。

経営効率化と柔軟な財務戦略の構築
　業務改善・業務効率化等の取り組みを進めることで、
グループ全体での経営効率化を徹底し、更なる機能強
化に備えた財務体質の強化を図るとともに、資金調達の
多様化等を進める。さらに、持続的な健全経営を図るた
め、設備投資については営業キャッシュフローで賄う等、
引き続き、キャッシュフロー重視の経営を追求する。
　このほか、挑戦する企業風土づくりとして、これまで
の常識や考え方にとらわれず、変革に挑戦していく人材
の育成・確保や、空港建設・運営ノウハウを活かした海
外空港案件の推進、株式上場に向けた準備についても
引き続き進めていく。

定時運航率：世界トップレベル  ※具体的な目標については、今後、航空会社等の協力を得ながら精査

手続き自動化サービス利用可能率：80%以上
手続き所要時間の短縮：（出発）10分以内  ※チェックイン（出発ロビー）から免税店エリアまで

　　　　　　　　　　　（到着）30分以内  ※降機から到着ロビーまで   ※IATAが目標として掲げる手続き所要時間

英国SKYTRAX（スカイトラックス）社が実施するWorld Airport Rating：5スターエアポートを獲得

最先端ICTで世界最高水準のスマートエアポー
トを実現
　旅客ターミナルビル内の無料公衆無線LANに、高速
通信を可能とする世界最高水準の規格である「WiGig�」
を導入し、お客さまにストレスのない通信環境を提供す
るほか、お客さまを目的の場所までご案内する衝突防止
機能を持った自律移動型ロボットの導入等、最先端ICT

を活用した多岐にわたる新たな取り組みを展開する。ま
た、空港内での荷物運搬や手荷物の積み込み・取り卸し、
清掃作業等をサポートする業務支援ロボットも新たに開
発・導入する。
　こうした最先端ICTを活用した世界最高水準の「スマー
トエアポート」の実現により、お客さまに驚きと感動体験
を提供するとともに、成田空港の快適性の向上を図る。

戦略目標・財務目標（2018年度）

戦略目標（2018年度末までに）

戦略目標 空港内免税店・物販店・飲食店売上高 1,500億円

財務目標

連結営業利益 490億円以上

連結ROA 5.5%以上

連結長期債務残高 4,500億円台前半

連結長期債務残高／連結営業CF倍率 6.2倍以下

企業グループとしての経営体力と競争力の強化［戦略方針］ 5


